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飲料缶詰製造に伴って排出される産業廃棄物の有効利用  

－コーヒーかす培地によるエリンギ栽培期間短縮  

壇期栽培に適する菌株の検索一  

加瀬谷泰丸 岡暗 由朗，宮川キミ桂，兼松 伸一  
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缶コーヒーに代表きれる啓審議めコーヒー敢斜め生産土  

は282万klと非常に歩いIl．そ打ために膨大な上が押掛暮九  

ているコーヒー抽出かす（SCG：SpentCoだ印Groun血〕  

は水分・が多いた捌こ．撤しやすく．輸送Lにくい．この  

ため，前処避とLて脱水・乾燥するが．処理費用の増大を  

招き，排出者の負担になっている．現在は多くが産業廃棄  

物七Lて処分・昔れているが．単な嵐処分ではな〈．有効に  

利用することを求める「食品リサイクル法」町施行によっ  

て．新たな対応が深めら九ている．   

これまでに食用きのこの生産用培地材料とLてSCGを有  

効に利用で壷ることを報告Lてきたが凱Ⅷ．近年生産■硝  

♯共に伸長してい島エリン平について，複菌を培地に混合  

横領す急ことで．栽培期間琶大幅に塩韓で幸甚ことがわか  

りた馴．車軸では，この方法に為する菌株を市販種菌の中  

から検索Lたので，報告する．  

案＃方法  

l．材料  

1）使用菌株   

♯武舎牡キノックス（嘗娩県），♯武舎社千曲化成（長  

野県）．♯式台牡かつらぎ藍菓柵鞍山県）の3社から．  

そ敵ぞ九1種類ずつ合計3種類のエリンギ（出血椚抽l∫  

町四郎巨ⅢC．：Fr．）Qu甚Lユ市販蘭♯を♯人し尭靂削二供  

したぐ一紙鵬1）．  

2）栽培容器   

ホクト産業株式会社（長野県長野市）のきのこ専用ポ  

リプロピレン（PP）瓶（畠50一細）虹．発泡ポリウレタン  

フィ舶夕内蔵の専用PP蓋せ親風合わせて用いた．   

この他に．栽菌と亜菌凄踵のエ1引こつむ1て軋（甘）福  

島県きのこ振興センター（福島県郡山市）のきのこ専用  

PP垂加■T－25，2点L啓．不櫛♯フィルタ2偶付き）を用  

いた．   

出窄地材卦   

株式会社ナガノーマト鹿〔長野県世本市）より溝供さ  

九たコーヒーかす 脚T－5C6と略す）を．古曲こ栽培用  

培地個主材料・とLて用いた．NT－SCGは排出暮れた直径   
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の、，轟牙を多主に含んだ状態のまま搬送Lたものを，脱水 培地の副材判は米ぬかと脱脂大豆かすで，この他にp打調  
や乾換処理をせずにアラスチッ身≦削二密封L，冷凍庫で保 亜用に炭酸かレシサムを徳加した・処方を以下に示す  

管した．この虻Gを傭用時に自然解凍Lて用いた．  〔T抽182）．  
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恥鱒叩亡肋紬仙叫血  ‘  
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軸印tCo批eGro皿血相d由）  1叩．0  亡a止ium亡血亡  1題  

Ri¢ebTan  l且5  W批r  15軋D  

E瞳蝕馳d長町hさ弧且曲が  ほ．5  

がまだ内珊に巻き込んでいる段階を日安として収穫した．  

個々の千束体ごとに．石づきを切除Lた状態モ秤量Lた ▼  

（ばら＃射．栽培瓶ごとに，得られた手蔓体個数庖計測し．  

重量庵合計Lて収穫量とした．極韓に小さな子葉件礼生  

鮮品市場では基本的に商品とLて取り扱われないことか  

ら，15g以上の千乗体府みを収獲物とLて．データをとり  

た．  

結果と考察  

1．菌糸の墳♯と子葉体群導   

跡計lと同じく．殺菌した培地と鶴首を無菌脚こ混合，  

凝種Lてから栽培掛こ充填，培養する方法で．菌糸蔓延ま  

での初期噂兼期間を大中削こ鑑施することがで重た．本式廃  

に用いた引卦株のうち．旺E－1帖は他の2箇♯と比較Lて  

菌糸培養期間部闇らつき，長くなる傾向を示Lた吼有意  

差はなかった〔T8bl朗）．   

蔓延までの菌糸生長にはほとんど差がなかった一方で．  

子菜体を諸♯する背振き地理以降の生殖生長において．E・  

丑5が明らかな遅延盈示Lた．子粟体展墓が形成きれるま  

での期間，展墓が職種に達した子実体に生長するまでの期  

間が明らかに他の2甘株よりも長く．ひいては擾薗から収  

穫までの金栽培期間も平均で7日間長くなった．それらの  

いずれも．1．0飽水準で有意墓相出された汀8即日ヨ1．   

之．子葉体凸収穫1   

子実体の収穫主においても，菌柿間で差異が現れた  

汀8b旭4）．ある程度市場性のある15g以上の子実体だけ  

を収穫した帯果．栽培瓶（増地租Og）あたりの初回収穫   

2．方講  

1）培地調製・菌糸中藤機   

上記（T8b18コHの朝倉になるように培地村判せよく混  

合した軌 2．k昔ずつ患Z．5L客土のフィルタ付きPP袋に充  

萌Lた．袋のロはヒートシールで密封した．121℃一別埼・  

の轟件でレトルト殺菌Lト放玲備に．クリーンペンチ内で  

薇菌をよく混合Lた．このように栽苦し仁撞菌を混合した  

SCG考地は・，PP薫別ニー津即Ogを充填し，軽く圧縮Lて中  

央に直径20mmの♯で竪穴（接租孔）を轟けた．   

種菌は（棟）キノックス（EX・EGO苫呂），（♯）千曲化成  

（チクマワシュ払2封．亡株）かつらぎ産業旺Bl伽）の3  

種を用車．避種tは培地と町重量比で1．5撃ほした．菌株ご  

とに10本の栽培瀬麿用いた．   

2）首尭の堵養と千乗件の蕎導   

栽培瓶は賀℃，貼艶RユⅠり暗患の尭件にした部屋に静置  

L，菌糸を培葦Lた．培養期間娃1劃日間とLた．菌糸の  

圭直後も． 

を与えるために，さらに培養を離農Lたためでぁる．   

菌床表面の気中菌糸と培地の一部を撞き取り 什ぶっ壊  

き」），二帽℃．軸％R且，12時間周期の明期・暗期の条件に  

Lた部屋に静伍し，子案件を誘♯した．以上の期間を過L  

て．菌糸が培地全体に蔓延するまで．子実体誘導処理から  

原塞が視認きれ晶まで，千束体を収穫するまでの日数を記  

録Lた．  

3ユ収穫と判定   

子実体が生長し，十分・に育傘が居間Lながらも，居綾部  
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壬は即ユ～100点g．千乗体隠敦は且ユ「乱訓凱千束伴侶体の  

平均重量は3且甘ん詔ユgとなゥた．一般助なおがくず栽培で  

町収穫量と比較Lて，且GO38およぴE一三引まやや少ないが，  

E正一1鵬は息好な収種土であるとい五島．   

収穫個我七平均個体重には有意葺はない軌EE－1鵬で  

やや大型骨董・い子葉律却啓應に形成される婿向があり．こ  

のことがEE－1t略せ明らかに喋樺土が多ll席国守あると考  

えちれ右．   

正一25を除いで30日で子実体を収穫してい息執 事ちに  

同一条件守培養せ継儲す量ことで再度子葉体が発生した．  

帝2発生までの期間は鞄14Hで．T8b旭4に示す碁1発生  

の前半親．弘妬一鞘．52gであった．接種かち集2回収棲ま  

貯め期間は平均朋－47日で皐ウたが，これは通常の栽培  

中1阿分程度である．   
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3．宇美体の形態   

子葉値め形態においては．菌糸生長や収穫量より明白な  

差異が現九た．各菌株で特徴蘭な一発一生状況がよく現れてい  

る写真を以下に示す（R邑‖．   

蘭車は茄Ⅹ－EGO38が黄もよく，ついせ虻E－10紬王よく発  

達したが，E－25甘はほとんど発達Lなかった，E－25刊丘  

菌層もほとんど形成さ札ていないことから．胞子町形成不  

全によるものと考えられ右．その原因は不明であるが，  

E一望5と供試LたSGG培地とぬ乳丸合わせに何らかの間贋  

があると考えられる．通常用いられるおがくず培地などに  

は含まれない，S亡G帯地に特有の鹿骨に胞子形成が阻害億  

受けたのか屯Lれない．   

またSCG培地刊土おがくずなどの培地と比べで．原基数  

が筆端に多くなる傾向が見ちれる部」宣菌株中ではE－25  

甘特に願書であった．   
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R邑．1Fmi（bDdi亡SOfthr8eCOnmerCialstrAins（  
g町噸よ訂onSCG血由iumim眉hort伽1加at血  

Wi血mix8d一坤a甘n叫g・  

且：E文一BGO3乳  

b：正一2ら．  

亡：虻E－106．B旬ris5亡m．  

文・献  

1）日‡l】軽清適膚牡調査出版部編：酒類食品産業の生産・   

眠売シェア＝需給の制向と価格変動＝平成11年版．   

鯛乳 日刊経清適倍社，未見（19g9）  

Z）棟木一哉，岡崎由軌加瀬沓奉舟．宮川キミ軌 山   
崎昭子，日置タツエ：東洋食品工粟短期大学・東洋   

食品研究所研究報告書，2之．29【詣．（旭醜）  

3〕岡崎由用．加瀬沓蕃九宮‖キミ壊．山崎昭子：東   
洋食品工業濯期末苧■東洋食品研究所研究部告青．23，   

21【2乱（2一拍印  

4）加調香蕃介，岡崎由朗，宮川キミ毒軋 山崎昭子：東   
洋食品工業堀期大草東洋食品研時事閥慣軍曹軍！．2乱   

29－37．（2卿〕  

5〕加瀬静養弁，岡崎由鼎，宮川キ引嵐 山崎昭子：東   

洋食品工業塩期末学・東洋食品研究所研究報告書，別．   

29－3乳（200朝  

丘）岡崎由朗，加療谷赤丸宮川キミ枝，未栓伸→：東   

洋食品工業笹期末草・東洋食品研究所研究報告書，已軋   

19－23．は舶4）   

要 約  

1．コーヒーかす（SCG）を主原料とした培地と，♯甫環  

境下での種菌の混合♯種によって．栽培期間を海綿する   

栽培方法で，エリンギの市販菌横3唾（KE－106，旺Ⅹ－  

EGO3軋E－25）かち子葉体軒形成できた．  

2．下記の括葺から．混合接種鹿珊栽培法には（株）かつ   

らぎ嘗業の荘E－106が最も適Lていた．  

3．鑑E－106，旺Ⅹ－EGO3邑は約30日．E－25は48日弱で，   

初回収穫ができた．  

4．KE－1馴㍉：KX－EG（I3呂の菌傘は十分に発達したが．   

E－25では胞子の形成不全により薗傘が儲・逢せず，棒状   

の子実体となった．  

5．収穫量庖儲摺容器（培地600g）あたり肝．1～ユ脚．5g，  

15g且上の子露伴個数は且1－2剖臥 その平均重量は㍊．9   

－39．1gであった．  

6．SCG培地で町秩替では 子葉林原基数靡非常に多くな   

る傾向があった．  
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